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〔土 〕 11 28月 日

〔日〕

※休館日：月曜日（祝休日は除く）、9/21、9/24、11/4、11/24
3

関連イベント

ミュージアムトーク
　日時：9/26、10/9、10/24、11/7、11/21　13：30～
　会場：富士山かぐや姫ミュージアム２階　展示室⑤
　※参加無料、申込不要、直接展示室へお越しください。
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① 局部磨製石斧/西洞遺跡(沼津市) ② 有孔磨製石鏃/向山遺跡(富士市) ③ 有孔磨製石鏃/宮添遺跡(富士市)
④ 縄文土器[深鉢]/向山遺跡(富士市) ⑤ 弥生土器[壺]/宮添遺跡(富士市)
① 局部磨製石斧/西洞遺跡(沼津市) ② 有孔磨製石鏃/向山遺跡(富士市) ③ 有孔磨製石鏃/宮添遺跡(富士市)
④ 縄文土器[深鉢]/向山遺跡(富士市) ⑤ 弥生土器[壺]/宮添遺跡(富士市)
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　愛
あし

鷹
たか

山
やま

には、古くから多くの人々がくらしていまし
た。その人々は、厳しい環境を生き抜くために、様々
な手段や技術を取り入れて生活していました。

愛鷹山のもっとも古い富士市内の遺跡は、古
ふる

木
き

戸
ど

B 
遺跡で、３万１千年前頃の旧

き ゅ う せ っ き じ だ い
石器時代まで遡ります。

気温が低く寒暖差が激しかった旧石器時代において、
愛鷹山は比較的温暖で、気温の変化がゆるやかであっ
たといわれ、狩

しゅ
猟
りょう

や採
さい

集
しゅう

をしながら住む場所を変えて
生活するこの時代の人々にとって、生活に適した環境
でした。
　縄

じょうもんじだい
文時代になると、人々は特定の場所に定住するよ

うになります。旧石器時代の集落は山間部に作られま
したが、縄文時代前期頃 ( 約 8000 年前 ) になると山
間部だけでなく、当時海とつながっていた浮

うきしま
島地域周

辺にも集落が作られるようになりました。このことか
ら狩猟や採集に加え、漁

ぎょ
撈
ろう

も盛んに行われていたこと
が想像されます。
　弥

や よ い じ だ い
生時代は、稲を育てて米を生産し食

りょくりょう
糧を確保す

る農
のう

耕
こう

社
しゃ

会
かい

に変化していった時代といわれています。

愛鷹山周辺では、雌
め

鹿
が

塚
づか

遺跡 ( 沼
ぬ

津
まづ

市
し

) の木製農耕具
の出土から、弥生時代後期に水田農耕が伝わってきた
ことが分かっています。また農耕以外にもガラスや青
銅製品・鉄製品なども伝わりました。生活の変化は土
器の形にも表れ、縄文土器よりも実用性の高い台

だい
付
つき

甕
がめ

などといった多種多様な土器が作られるようになりま
した。
　古

こ ふ ん じ だ い
墳時代に入ると、愛鷹山にも大型古墳が築かれま

すが、ある時期になると大型古墳が少なくなります。
これには富士山噴火が影響しているとする説がありま
す。古墳時代後期に入ると新たに多数の小型古墳が築
かれるようになりました。小型古墳の被

ひ
葬
そう

者
しゃ

は当時最
先端の渡

と
来
らい

系
けい

技術者とも関わりが深い人物で、富士山
の噴火によって荒

こう
廃
はい

した土地を開き、のちの律
りつ

令
りょう

社
しゃ

会
かい

の礎を築きました。
　本展示会では、静岡県東部の皆さんにとって身近な
山である愛鷹山に焦点をあて、そこに生きた旧石器時
代から奈

な
良

ら
時

じ
代
だい

の人々の生
せい

存
ぞん

戦
せん

略
りゃく

を、発掘された資料
から紹介します。　 　 　 　 　 　 （成瀬陽介）
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　編 集 ・ 発 行　富士山かぐや姫ミュージアム　
　　　　　　　Mt.Fuji and Princess Kaguya Museum
　印 刷　株 式 会 社  文 光 堂
　住 　 所 ・ 連 絡 先　〒417-0061　静岡県富士市伝

でんぼう
法66-2　TEL.0545-21-3380　FAX.0545-21-3398

　 　 　 　 　 　 　HP. https://museum.city.fuji.shizuoka.jp/　E-mail. museum@div.city.fuji.shizuoka.jp

　開 館 時 間　 4 月～10月　9：00～17：00　 11月～ 3 月　9：00～16：30
　休 館 日　月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日、12/29～1/3（年末年始）
    歴 史 民 俗 資 料 館（　分　館　）　開館時間・休館日は本館に同じ
　博 物 館 屋 外 展 示（ふるさと村）    休館日なし　　　観 覧 料  すべて無料


